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沈黙とは単に「語らざること」ではない。沈黙は一つの積極的なもの、一つの充実した世界
として独立、自在しているものといえるだろう。 
 夏の真昼は、沈黙は光に転身し、夜には沈黙は大地に近づいてくる。夜の沈黙によって日
中の言葉は溶解され、消滅してしまう。一切の色彩が消え失せてしまったように….。 
 言葉は沈黙の裏面であり、沈黙は言葉の裏面である。沈黙は一つの始源の現象、つまりそ
れ以上何物にも還元されない一つの本源的な事象である。一人の人間の中にも沈黙は一生
のあいだにつかい果たすことができないほど多量に埋蔵されている。そしてそのことが人
間のあらゆる表現に神秘的な色調をあたえるだろう。 
 一人の人間の内部にある沈黙は、その人間の生涯を超え、そしてこの沈黙の中で人間は過
去と未来の世代につながっている。ちんもくの中で、われわれは再び太初の発端の前に立つ
のだ。そこでは万事があらためてもう一度開始されることができる。万事がもう一度あらた
に創造されることができるだろう。そこには、可能性にみちた沈黙が待っている。 
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